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(54)【発明の名称】 ＥＬ表示装置の駆動方法

(57)【要約】
【課題】本発明は、ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）
表示装置の駆動方法に関し、輝度むらを生じ難くまた消
費電力も抑制できるＥＬ表示装置の駆動方法を提供する
ことを目的とする。
【解決手段】行電極線１０４と列電極線１０２との交差
領域に形成されるピクセル１００に電圧を印加して、ピ
クセル１００内の容量Ｃ１、Ｃ２を充電して発光／非発
光を制御するＥＬ表示装置の駆動方法であって、行電極
線１０４上の複数のピクセル１００に蓄積される容量の
大きさに応じて、電圧の印加時間を調整する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】行電極線と列電極線との交差領域に形成さ
れるピクセル内の容量に対して電荷を充放電して発光／
非発光を制御するＥＬ表示装置の駆動方法であって、
前記行電極線上の複数の前記ピクセルに蓄積される容量
の大きさに応じて、前記行電極線に印加する電圧の印加
時間を調整することを特徴とするＥＬ表示装置の駆動方
法。
【請求項２】請求項１記載のＥＬ表示装置の駆動方法で
あって、
前記電圧の印加時間は、発光ピクセルの輝度レベルが前
記行電極線上の全ピクセルを点灯させた際の１個当りの
ピクセルの輝度レベルと同程度になるように調整するこ
とを特徴とするＥＬ表示装置の駆動方法。
【請求項３】請求項１又は２に記載のＥＬ表示装置の駆
動方法であって、
前記電圧の印加時間は、前記行電極線上の複数の前記ピ
クセルの全てを発光させる全発光印加時間より短く、前
記行電極線上の複数の前記ピクセルの全てを非発光させ
る全非発光印加時間より長いことを特徴とするＥＬ表示
装置の駆動方法。
【請求項４】請求項１乃至３のいずれか１項に記載のＥ
Ｌ表示装置の駆動方法であって、
前記行電極線上の複数の前記ピクセルに蓄積される容量
の大きさに応じて、前記容量の放電時間を調整すること
を特徴とするＥＬ表示装置の駆動方法。
【請求項５】請求項４記載のＥＬ表示装置の駆動方法で
あって、
前記放電時間は、前記行電極線上の複数の前記ピクセル
の全てを発光させる全発光放電時間より短く、前記行電
極線上の複数の前記ピクセルの全てを非発光させる全非
発光放電時間より長いことを特徴とするＥＬ表示装置の
駆動方法。
【請求項６】請求項４又は５に記載のＥＬ表示装置の駆
動方法であって、
前記電圧の印加時間と前記放電時間の少なくとも一方
は、表示フレーム毎に調整されることを特徴とするＥＬ
表示装置の駆動方法。
【請求項７】請求項６記載のＥＬ表示装置の駆動方法で
あって、
前記電圧の印加時間と前記放電時間の少なくとも一方
は、前フレームでの階調データと当該フレームでの階調
データとを比較して調整されることを特徴とするＥＬ表
示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ＥＬ（エレクトロ
ルミネッセンス）表示装置の駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】パッシブ（受動）型のＥＬ表示装置は、
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ＩＴＯ（インジウム・ティン・オキサイド）等の透明電
極材料で形成されて観察側に配置される例えば列電極線
と、絶縁膜を介して列電極線に交差して配置され、導電
性材料で形成された行電極線とを有している。行電極線
と列電極線との交差部が１ピクセル（画素）となる。画
素領域の両電極線間にはＥＬ発光層が形成されている。
【０００３】図９を用いてＥＬ表示装置の駆動方法につ
いて簡単に説明する。図９は、ＥＬ表示装置の１ピクセ
ル１００の極めて簡略化した等価回路を示しており、図
９（ａ）は電圧無印加時の状態を示し、図９（ｂ）は非
発光時の状態を示し、図９（ｃ）は発光時の状態を示し
ている。図９（ａ）において、表示面側に形成されてい
る列電極線１０２には列側電圧（Ｃｏｌｕｍｎ  ｖｏｌ
ｔａｇｅ）が所定のタイミングで印加され、行電極線１
０４には行側電圧（ＲＯＷ  ｖｏｌｔａｇｅ）が所定の
タイミングで印加されるようになっている。
【０００４】列電極線１０２は所定の抵抗成分Ｒ１を有
している。列電極線１０２と行電極線１０４間には、直
列接続された容量Ｃ１及びＣ２が形成されている。容量
Ｃ１は発光体層の容量であり、容量Ｃ２は当該発光体層
に積層された誘電体層の容量である。発光体層容量Ｃ１
は所定のブレークダウン電圧を有している。これは、カ
ソード同士が共通接続された２つのツェナーダイオード
（定電圧ダイオード）Ｄ１、Ｄ２が容量Ｃ１に並列に接
続されている状態と等価になっている。
【０００５】このような構成において、列側電圧と行側
電圧の電位差が発光閾値電圧（発光スレッシュホールド
電圧；Ｖｔｈ）を越えない場合には、ツェナーダイオー
ドＤ１、Ｄ２側に電流は流れず、ピクセル１００は発光
しない（図９（ｂ）参照）。列側電圧と行側電圧の電位
差が発光閾値電圧Ｖｔｈを越えると、ツェナーダイオー
ドＤ１、Ｄ２側に電流が流れてピクセル１００は発光す
る（図９（ｃ）参照）。
【０００６】ピクセル１００での発光は、図９（ｃ）に
示す容量Ｃ２に電荷が蓄積される期間内で開始され、短
時間で急峻に輝度ピークに至り、その後なだらかに輝度
が低下する。従って、観察者に対して、あるピクセル１
００が一定時間点灯し続けているように視認させるため
には、一定時間断続的に発光／非発光が繰り返されるよ
うに当該ピクセル１００を制御する。通常は、列電極線
１０２と行電極線１０４間に供給される駆動電圧パルス
の極性を交互に逆転させた交流駆動により、一定時間断
続的に発光／非発光を繰り返すようにしている。
【０００７】図１０は、交流駆動回路の概略構成を例示
している。図１０において、行電極線１０４には行電極
線駆動回路１０６が接続されている。行電極線駆動回路
１０６は、正極性で駆動するための＋Ｖｓ電圧供給源
と、負極性で駆動するための－Ｖｓ電圧供給源とを有し
ている。例えば、±Ｖｓの大きさは発光閾値電圧Ｖｔｈ
であるとすると、行電極線１０４に正極性の電圧が印加
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される場合には、列電極線１０２に０～－Ｖｍのデータ
電圧が印加され、行電極線１０４に負極性の電圧が印加
される場合には、列電極線１０２に０～＋Ｖｍのデータ
電圧が印加されるようになっている。
【０００８】＋Ｖｓ電圧供給源とグランド（接地）との
間には、直列接続された２つのスイッチＳＷ１及びＳＷ
２が配置されている。両スイッチＳＷ１、ＳＷ２の共通
接続端子は抵抗Ｒ２、スイッチＳＷ５をこの順に介して
行電極線１０４に接続されている。
【０００９】一方、－Ｖｓ電圧供給源とグランドとの間
には、直列接続された２つのスイッチＳＷ３及びＳＷ４
が配置されている。両スイッチＳＷ３、ＳＷ４の共通接
続端子は抵抗Ｒ３、スイッチＳＷ６をこの順に介して行
電極線１０４に接続されている。
【００１０】なお、抵抗Ｒ２、Ｒ３に代えて、それぞれ
インダクタンスを挿入して、インダクタンスとピクセル
１００の容量性負荷を共振させて省電力化を図るように
してもよい。各スイッチＳＷ１～ＳＷ６のスイッチング
素子として、ｐチャネル又はｎチャネルのＭＯＳＦＥＴ
を用いたソースフォロワ型の増幅器を用いるようにして
もよい。
【００１１】以上の構成を有する駆動回路１０６でピク
セル１００を駆動する手順について図９及び図１０を参
照しつつさらに図１１を用いて説明する。図１１は、図
１０に示したスイッチＳＷ１～ＳＷ６のオン／オフのタ
イミングを示すタイミングチャートである。
【００１２】全スイッチＳＷ１～ＳＷ６は初期設定にお
いてオフ状態であるものとする。まず、スイッチＳＷ１
をオンにするのに同期してスイッチＳＷ５をオンにし
て、行電極線１０４を介して＋Ｖｓの正極性駆動電圧を
ピクセル１００に印加する。列電極線１０２の列側電圧
が０Ｖであれば、電位差が発光閾値電圧Ｖｔｈを越えな
いのでツェナーダイオードＤ１、Ｄ２に電流は流れず、
非発光でピクセル１００内の直列接続された容量Ｃ１及
びＣ２が充電される。
【００１３】列電極線１０２の列側電圧が０～－Ｖｍの
場合は、ピクセル１００への印加電圧が発光閾値電圧Ｖ
ｔｈを越えるのでツェナーダイオードＤ１、Ｄ２に電流
が流れ、ピクセル１００内の容量Ｃ２のみが充電され
る。このとき、スイッチＳＷ１のオン時間ｔ１内で発光
が開始され、短時間で急峻に輝度ピークに至り、その後
なだらかに輝度が低下する。
【００１４】輝度低下の途中でスイッチＳＷ１のオン時
間ｔ１が経過してスイッチＳＷ１がオフになる。次い
で、それから所定時間後にスイッチＳＷ２が時間ｔ２だ
けオンになる。これにより、ピクセル１００内の容量Ｃ
１及びＣ２又は容量Ｃ２のみに蓄積された電荷が行電極
線１０４からスイッチＳＷ２を介して放電される。時間
ｔ２が経過すると、スイッチＳＷ２がオフになるのに同
期してスイッチＳＷ５がオフになる。スイッチＳＷ５は
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時間ｔ３（＞ｔ１＋ｔ２）だけオン状態になっている。
【００１５】次に、所定時間経過後、スイッチＳＷ３を
オンにするのに同期してスイッチＳＷ６をオンにして、
行電極線１０４を介して－Ｖｓの負極性駆動電圧をピク
セル１００に印加する。列電極線１０２の列側電圧が０
Ｖであれば、発光閾値電圧Ｖｔｈを越えないのでツェナ
ーダイオードＤ１、Ｄ２に電流は流れず、非発光でピク
セル１００内の直列接続された容量Ｃ１及びＣ２が充電
される。
【００１６】列電極線１０２の列側電圧が０～＋Ｖｍの
場合は、ピクセル１００への印加電圧が発光閾値電圧Ｖ
ｔｈを越えるのでツェナーダイオードＤ１、Ｄ２に電流
が流れ、ピクセル１００内の容量Ｃ２のみが充電され
る。このとき、スイッチＳＷ３のオン時間ｔ１内で発光
が開始され、短時間で急峻に輝度ピークに至り、その後
なだらかに輝度が低下する。
【００１７】輝度低下の途中でスイッチＳＷ３のオン時
間ｔ１が経過してスイッチＳＷ３がオフになる。次い
で、それから所定時間後にスイッチＳＷ４が時間ｔ２だ
けオンになる。これにより、ピクセル１００内の容量Ｃ
１及びＣ２又は容量Ｃ２のみに蓄積された電荷が行電極
線１０４からスイッチＳＷ４を介して放電される。時間
ｔ２が経過すると、スイッチＳＷ４がオフになるのに同
期してスイッチＳＷ６がオフになる。スイッチＳＷ６は
時間ｔ３（＞ｔ１＋ｔ２）だけオン状態になっている。
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】以上の手順によりピク
セル１００に対する交流駆動が実現される。ところが、
上記駆動方法では、薄膜ＥＬ表示装置の場合にあっては
負荷容量が小さいため、電圧を印加すると同時にＥＬ発
光がピークになってしまい、正確な階調制御や輝度調整
が非常に困難になってしまうだけでなく、画面に表示さ
せる画像パターンに依存した輝度むらが生じてしまうと
いう問題が生じる。
【００１９】また、ピクセルの容量の誘電率が相対的に
高い厚膜ＥＬ表示装置に上記駆動方法を適用した場合、
ＥＬ素子は容量性負荷であるため、薄膜素子と同様に階
調表示が困難であるだけでなく、表示画像パターンに依
存して負荷容量が大きく変化してしまうため薄膜素子よ
り輝度むらが目立ち易く、さらに消費電力も高くなって
しまうという問題を有している。
【００２０】本発明の目的は、輝度むらを生じ難くまた
消費電力も抑制できるＥＬ表示装置の駆動方法を提供す
ることにある。
【００２１】
【課題を解決するための手段】上記目的は、行電極線と
列電極線との交差領域に形成されるピクセル内の容量に
対して電荷を充放電して発光／非発光を制御するＥＬ表
示装置の駆動方法であって、前記行電極線上の複数の前
記ピクセルに蓄積される容量の大きさに応じて、前記行
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電極線に印加する電圧の印加時間を調整することを特徴
とするＥＬ表示装置の駆動方法によって達成される。
【００２２】上記本発明のＥＬ表示装置の駆動方法であ
って、前記電圧の印加時間は、発光ピクセルの輝度レベ
ルが前記行電極線上の全ピクセルを点灯させた際の１個
当りのピクセルの輝度レベルと同程度になるように調整
することを特徴とする。
【００２３】上記本発明のＥＬ表示装置の駆動方法であ
って、前記電圧の印加時間は、前記行電極線上の複数の
前記ピクセルの全てを発光させる全発光印加時間より短
く、前記行電極線上の複数の前記ピクセルの全てを非発
光させる全非発光印加時間より長いことを特徴とする。
【００２４】上記本発明のＥＬ表示装置の駆動方法であ
って、前記行電極線上の複数の前記ピクセルに蓄積され
る容量の大きさに応じて、前記容量の放電時間を調整す
ることを特徴とする。
【００２５】上記本発明のＥＬ表示装置の駆動方法であ
って、前記放電時間は、前記行電極線上の複数の前記ピ
クセルの全てを発光させる全発光放電時間より短く、前
記行電極線上の複数の前記ピクセルの全てを非発光させ
る全非発光放電時間より長いことを特徴とする。
【００２６】上記本発明のＥＬ表示装置の駆動方法であ
って、前記電圧の印加時間と前記放電時間の少なくとも
一方は、表示フレーム毎に調整されることを特徴とす
る。
【００２７】上記本発明のＥＬ表示装置の駆動方法であ
って、前記電圧の印加時間と前記放電時間の少なくとも
一方は、前フレームでの階調データと当該フレームでの
階調データとを比較して調整されることを特徴とする。
【００２８】
【発明の実施の形態】〔第１の実施の形態〕本発明の第
１の実施の形態によるＥＬ表示装置及びその駆動方法に
ついて図１乃至図７を用いて説明する。まず、本実施の
形態によるＥＬ表示装置の概略の構成について図１を用
いて説明する。図１は、ｍ行ｎ列のマトリクス状にピク
セル１００が形成された厚膜ＥＬ表示装置の３行（ＲＯ
Ｗ１～ＲＯＷ３）×６列（Ｃｏｌ１～Ｃｏｌ６）分の等
価回路を示している。各ピクセル１００は図９に示した
ものと同一である。また、ＲＯＷ１～ＲＯＷ３は図１０
に示した行電極線駆動回路１０６に接続され、駆動回路
１０６から順次駆動信号が出力されて、表示領域上の画
素を線順次駆動するようになっている。
【００２９】図１に示す例では、全Ｃｏｌ１～Ｃｏｌ６
の列電極線１０２に発光用データ電圧としてＶ＝＋Ｖｍ
（モジュレーション電圧）が印加されている。また、Ｒ
ＯＷ１及びＲＯＷ３はハイ・インピーダンス状態（Ｈｉ
－Ｚ）に維持され、ＲＯＷ２だけにＶ＝－Ｖｓ（＝－Ｖ
ｔｈ：閾値電圧）の負極性の行側電圧が行電極線駆動回
路１０６から印加されている。
【００３０】従って、図１に示す状態ではＲＯＷ２上の
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６個のピクセル１００全てが発光モードにあり、図中円
内に示すように各ピクセル１００内の容量は容量Ｃ２の
みとなっている。図１に示す状態での図１０に示したス
イッチＳＷ１～ＳＷ６のオン／オフのタイミングは、既
に説明した図１１に示したタイミングチャートのものと
同一である。
【００３１】ところで、表示装置において十分な発光輝
度で画像を表示させるには、スイッチＳＷ１及びＳＷ３
のオン時間ｔ１は容量Ｃ２を十分に充電できるだけの長
さが望まれる。また、スイッチＳＷ２及びＳＷ４のオン
時間ｔ２は容量Ｃ２を十分放電させるだけの長さが望ま
れる。特に、厚膜ＥＬ表示装置の場合、その負荷容量
（Ｃ２×６）は比較的大きくなるため十分な長さの充放
電時間を確保することが望まれるが、表示速度の低下を
抑制するには上記オン時間ｔ１、ｔ２を極端に長くする
のは困難である。このため、現実には図１１に示した充
放電のタイミングでは、スイッチＳＷ１やＳＷ３のオン
時間ｔ１内で発光が開始されるものの、当該オン時間ｔ
１内で十分な発光量に達しないうちにスイッチＳＷ２、
ＳＷ４がオンになって容量Ｃ２の放電が開始されるた
め、図１に示した全点灯時では所望の輝度が得られてい
ない状態となっている。
【００３２】これに対し、図２に示す例は、全Ｃｏｌ１
～Ｃｏｌ６の列電極線１０２に０Ｖのデータ電圧が印加
されている。それ以外は図１に示す電圧印加状態と同一
である。この図２に示す状態ではＲＯＷ２上の６個のピ
クセル１００全てが発光閾値電圧Ｖｔｈを越えないので
非発光状態になっている。このため、各ピクセル１００
内では直列接続された容量Ｃ１及びＣ２が充電される。
【００３３】ここで、直列接続された容量Ｃ１及びＣ２
の合成容量Ｃ１２は、（Ｃ１・Ｃ２）／（Ｃ１＋Ｃ２）
であり、容量Ｃ２より小さい値をとる。従って、直列接
続された容量Ｃ１及びＣ２に対する電荷の充放電に要す
る時間は容量Ｃ２の充放電となる発光時と比較して短時
間になる。このため、非発光時の負荷容量（Ｃ１２×
６）の充放電のタイミングは、図１１に示したタイミン
グではむしろ冗長となる。本実施の形態では、図１１に
代えて図３に示すタイミングチャートに基づいて非発光
時の充放電のタイミングを調整している。図３に示すス
イッチＳＷ１やＳＷ３のオン時間ｔ４は、図１１に示す
全ピクセル発光時のオン時間ｔ１より短くなっている。
また、スイッチＳＷ２、ＳＷ４のオン時間ｔ５も図１１
に示す全ピクセル発光時のオン時間ｔ２より短くなって
いる。なお、各スイッチＳＷ１～ＳＷ６のオン状態の開
始時期は図３と図１１の双方で同一である。
【００３４】図４に示す例は、Ｃｏｌ２、Ｃｏｌ４、及
びＣｏｌ６の列電極線１０２にＶ＝Ｖｍの発光用データ
電圧が印加され、Ｃｏｌ１、Ｃｏｌ３、及びＣｏｌ５の
列電極線１０２にＶ＝０Ｖの非発光用データ電圧が印加
されている。それ以外は図１に示す電圧印加状態と同一
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7
である。この図４に示す状態ではＲＯＷ２の行電極線１
０４と、Ｃｏｌ２、Ｃｏｌ４、及びＣｏｌ６の列電極線
１０２との交差位置のピクセル１００への印加電圧が発
光閾値電圧Ｖｔｈを越えるのでツェナーダイオードＤ
１、Ｄ２に電流が流れ、ＲＯＷ２とＣｏｌ２、Ｃｏｌ
４、及びＣｏｌ６に関連する３つのピクセル１００では
容量Ｃ２のみが充電される。
【００３５】一方、ＲＯＷ２の行電極線１０４と、Ｃｏ
ｌ１、Ｃｏｌ３、及びＣｏｌ５の列電極線１０２との交
差位置のピクセル１００への印加電圧は発光閾値電圧Ｖ
ｔｈを越えないのでツェナーダイオードＤ１、Ｄ２に電
流が流れず、ＲＯＷ２とＣｏｌ１、Ｃｏｌ３、及びＣｏ
ｌ５に関連する３つのピクセル１００では直列接続され
た容量Ｃ１及びＣ２が充電される。
【００３６】従って、図４に示す例では、３つの容量Ｃ
２と３つの合成容量Ｃ１２により形成される負荷容量
（Ｃ１２×３＋Ｃ２×３）を充放電させることになる。
ここで、Ｃ１２×６＜（Ｃ１２×３＋Ｃ２×３）＜Ｃ２
×６である。図４に示す例の場合には、図３や図１１に
代えて図５に示すタイミングチャートに基づいて発光時
の充放電のタイミングを調整している。図５に示すスイ
ッチＳＷ１やＳＷ３のオン時間ｔ６は、図１１に示す全
ピクセル発光時のオン時間ｔ１より短く、図３に示す全
ピクセル非発光時のオン時間ｔ４より長くなっている。
また、スイッチＳＷ２、ＳＷ４のオン時間ｔ７も図１１
に示す全ピクセル発光時のオン時間ｔ２より短く、図３
に示す全ピクセル非発光時のオン時間ｔ５より長くなっ
ている。なお、各スイッチＳＷ１～ＳＷ６のオン状態の
開始時期は図５と図１１の双方で同一である。
【００３７】図５に示すスイッチＳＷ１、ＳＷ３のオン
時間ｔ６、及び、スイッチＳＷ２、ＳＷ４のオン時間ｔ
７は、スイッチＳＷ１やＳＷ３のオン時間ｔ６内で発光
が開始されるものの、当該オン時間ｔ６内で十分な発光
量に達しないまま各ピクセル１００の容量Ｃ１及びＣ２
又は容量Ｃ２のみの放電が開始され、図１に示した全点
灯時と同程度の輝度が得られるような時間に調整されて
いる。
【００３８】このように、１本の行電極線１０４に関連
する複数のピクセル１００の点灯非点灯に基づく負荷容
量の変化に応じて、動的にスイッチＳＷ１～ＳＷ６のオ
ン時間を調節することにより、表示画像パターンに依存
して負荷容量が大きく変化しても輝度むらを生じさせな
いようにできる。
【００３９】図６は本実施の形態による効果を示してい
る。図６（ａ）は、従来のＥＬ表示装置で表示される表
示画面１１０を示している。図６（ａ）に示すように従
来のＥＬ表示装置では、白表示の表示画面１１０内に例
えば図示のような長方形の黒色領域１１２を表示しよう
とすると、表示領域ａ及びｃの輝度レベルに対して、黒
色領域１１２の左右の白表示領域ｂの輝度レベルの方が
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相対的に高くなって輝度むらが生じていた。それに対し
て本実施の形態によれば、１本の行電極線１０４に関連
する複数のピクセル１００の点灯非点灯に基づく負荷容
量の変化に応じて、動的にスイッチＳＷ１～ＳＷ６のオ
ン時間を調節するので、図６（ｂ）に示すように、白表
示領域ｄ内は一様の輝度レベルが得られる。
【００４０】具体的実施例として、図７に各データの測
定波形を示す。図７において、スイッチＳＷ１は、オン
／オフの切替信号レベルがロー（Ｌ）レベルでオン状態
となる。スイッチングＳＷ２はオン／オフの切替信号レ
ベルがハイ（Ｈ）レベルでオン状態となる。図中曲線α
は、ピクセル１００に印加される電圧波形を示し、曲線
βはピクセル１００に供給される電流波形を示してい
る。
【００４１】スイッチＳＷ１がオンになると同時にピク
セル１００に正極性高電圧が印加される。曲線αの左側
部分は、正電圧の印加によりピクセル１００に電荷が溜
まり電圧が上昇している状態を示している。次にスイッ
チＳＷ１をオフにすると、ピクセル１００に溜まった電
荷は逃げ場がないため電圧は保持される。ピクセル１０
０はそのままでは発光を停止するので、負極性高電圧を
印加する交流駆動を行わせる必要がある。その前段階と
して、スイッチＳＷ２をオンにしてピクセル１００の印
加電圧をグランドレベルまで下げて溜まった電荷を放電
させている。スイッチＳＷ２をオフにした後、同様の手
順によりスイッチＳＷ３をオンにして負極性高電圧をピ
クセル１００に印加して逆方向に電荷を溜めることによ
り再度発光させる。次にスイッチＳＷ３をオフにして負
極性高電圧を維持し、発光がほぼ終了した状態でスイッ
チＳＷ４をオンにして再度電荷を放電する。この手順を
繰り返すことによりピクセル１００が発光を維持してい
るように視認される。
【００４２】１つの行電極線（ＲＯＷライン）上の全ピ
クセル１００を全点灯表示させる場合は電流を多く供給
することが必要であることから、充電、放電のためのス
イッチＳＷ１、ＳＷ２等のオン時間を長くとる必要があ
る。逆に、例えば全ピクセル１００の半分程度だけを点
灯させる場合には、充放電時間はより短くでき、さらに
全消灯の場合は最小充放電時間にすることができる。シ
ステム側から入力される画像データに基づいて、ＥＬ表
示装置側で充放電時間を判断するには、例えば、１スキ
ャンライン（行電極線）分のデータ（あるいは画面全体
のデータ）をあらかじめメモリ等に蓄えるようにすれば
よい。または、列電極線駆動回路（データドライバ）側
のシフトレジスタを利用して、当該シフトレジスタにセ
ットされた１ライン分の表示データから点灯数をカウン
トし、カウント値に基づいて必要最小限の充電、放電パ
ルス幅を演算により求めたり、予め記憶しておいたルッ
クアップテーブルを参照したりして充放電時間を決める
ようにしてもよい。
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9
【００４３】次に、図１０に示す駆動回路１０６におけ
る抵抗Ｒ２及びＲ３をそれぞれインダクタンスに置き換
えた場合の充電時間と放電時間のスイッチングのタイミ
ングについて言及する。この場合のＥＬ素子に対する充
放電はＬＣ共振を考慮する。この場合において、インダ
クタンスＬの値は一定であるが、ピクセル１００の容量
Ｃは上述のように表示データにより変化する。通常、Ｌ
Ｃ共振を考慮したタイミングでスイッチング動作をさせ
るが、上述の通り表示パターンが例えば全面点灯の場合
と全面消灯の場合では大きく負荷容量Ｃが変わってしま
うため共振が片方に引っ張られてしまう。その結果、必
要な電圧値の駆動電圧が得られなかったり、放電時に十
分な電荷の放電ができなくて無視できない電圧値が残存
したりして点灯不良を発生する可能性がある。また無駄
な電流を回路に流すことにより、スイッチング素子の発
熱にも大きく影響しスイッチング素子が破壊される場合
もある。上記本実施の形態によれば、このようなインダ
クタンスを備えた駆動回路１０６に対しても上記と同様
の動作により同様の作用効果を奏することができる。ま
た、表示画像パターンに応じてスイッチＳＷ１、ＳＷ３
のオン時間を従来より短くできるのでＥＬ表示装置の消
費電力を低減させることが可能になる。
【００４４】高電圧印加時、つまりスイッチＳＷ１がオ
ンになるとＬに電流が流れ、ピクセル１００の容量Ｃに
電荷が溜まる。しかしスイッチＳＷ１をオフにしても、
インダクタンスＬには電流を流そうとする磁束が発生す
る。これにより、ピクセル１００内にエネルギーが残っ
てしまう。さらに表示パターンに依存して蓄積されるエ
ネルギー量が異なるため、スイッチＳＷ１のオン／オフ
の最適な切替えタイミングが変動する。従って、表示パ
ターンにより例えばスイッチＳＷ１のオン／オフとスイ
ッチＳＷ２のオン／オフのタイミングが大きく変化す
る。例えば全面消灯のように負荷が少ない場合は、イン
ダクタンスＬに流れる電流も少ないため、スイッチＳＷ
１をオフにしてから、スイッチＳＷ２をオンにする時間
は短くてもよい。逆に全点灯のように負荷が大きい場合
は、電流もより多く流れるのでインダクタンスＬのエネ
ルギーが大きくなるため、スイッチＳＷ２をオンにする
時間をより長くした方が放電には有利である。
【００４５】上記制御駆動を行うことによりモノクロ、
カラーパネルを問わず従来の駆動方式に比して省電力、
輝度むらの改善が可能となる。
【００４６】〔第２の実施の形態〕次に、本発明の第２
の実施の形態によるＥＬ表示装置及びその駆動方法につ
いて図８を用いて説明する。図８は、ＥＬ表示装置が全
消灯の状態から全点灯の状態に移行する際のピクセルの
発光輝度の変化を示している。図８の上段は、ある行電
極線１０４に印加される交流駆動波形を示している。横
軸は時間を表し、縦軸は電圧を表している。波形α１～
α５のそれぞれは、時間軸方向について、図１０に示し
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た行電極線駆動回路１０６のスイッチＳＷ５のオン状態
のタイミングを表し、縦軸方向には、当該行電極線１０
４に接続された所定のピクセル１００に印加される正極
性の電圧を表している。
【００４７】同様に、波形β１～β５のそれぞれは、時
間軸方向について、図１０に示した行電極線駆動回路１
０６のスイッチＳＷ６のオン状態のタイミングを表し、
縦軸方向には、当該行電極線１０４に接続された所定の
ピクセル１００に印加される負極性の電圧を表してい
る。
【００４８】フレームｆ１での波形α１と次フレームｆ
２での波形β１、さらに次のフレームｆ３での波形α２
では、非発光状態にするオフ電圧が所定のピクセル１０
０に印加されているので、フレームｆ１～ｆ３におい
て、当該ピクセル１００は消灯している。フレーム周波
数は、例えば３００Ｈｚである。
【００４９】図８下段は、当該ピクセル１００での発光
輝度変化を示している。横軸は、上段と同一の時間軸を
表し、縦軸は、輝度を表している。図８上下段を参照す
ると、フレームｆ４の波形β２以降において、当該ピク
セル１００を発光状態にさせるオン電圧が印加されるの
で、フレームｆ４以降当該ピクセル１００は点灯する。
オン電圧の最初の波形β２では、当該ピクセル１００の
輝度γのレベルは低く、フレームｆ５からフレームｆ９
に至るまでの波形α３、β３、α４、β４、α５による
計６回のオン電圧の印加により最大輝度に到達する。波
形β５以降においてオン電圧を印加しつづけることによ
り最大輝度での発光が維持される。
【００５０】このように、複数フレームに渡って交流駆
動による複数回の電圧印加により最大輝度に到達させる
ことができる。このような駆動方法を用いると全体的に
輝度の低下はあるものの豊かな階調感を得ることができ
るようになる。
【００５１】ところがこの駆動方法によると、消灯時か
ら最大発光輝度が得られるまでに５～６フレーム程度の
時間を要してしまう。ところが、静止画ならともかく動
画の場合には、最大輝度が得られるフレームに到達する
前に、当該ピクセル１００に対する階調データが変化し
てしまう場合が起こり得る。このため、所望の値より低
い発光輝度となってしまい、表示が暗くなったり表示む
らが生じてしまったりする危険性がある。
【００５２】これを解決するために本実施の形態では、
波形αｎ（スイッチＳＷ５のオン時間）内のスイッチＳ
Ｗ１及びＳＷ２のオン時間を、例えば図３、図５及び図
１１等を用いて説明した第１の実施の形態における電荷
の充放電時間の調整方法を利用して表示フレーム毎に調
整する。且つ、波形βｎ（スイッチＳＷ６のオン時間）
内のスイッチＳＷ３及びＳＷ４のオン時間も同様にして
表示フレーム毎に調整する。こうすることにより、１ス
キャンライン毎のスイッチＳＷ１又はＳＷ３のオン時間



(7) 特開２００３－１８６４４３

20

30

40

50

11
（以下、本実施形態では充電パルス幅という）とスイッ
チＳＷ２又はＳＷ４のオン時間（以下、本実施形態では
放電パルス幅という）の長さを平均化してフレーム毎に
充放電パルス幅を変化させることができ、輝度を低下さ
せずに優れた階調表示ができるようになる。
【００５３】具体的には、当該ピクセル１００の（ｎ－
１）回目の階調データとｎ回目の階調データとを比較
し、比較結果に基づいて充電パルス幅と放電パルス幅の

12
時間を変えるようにする。このために、１スキャンライ
ン上の複数のピクセル１００のそれぞれについて、表１
に示す状態１～４の何れにあるかを判断し、それぞれの
状態の数を計数する。なお、（ｎ－１）回目の階調デー
タとｎ回目の階調データとは不図示のメモリ等にあらか
じめ格納されているものとする。
【００５４】
【表１】

【００５５】表１を参照しつつ、状態１～４の各々につ
いてｎ回目の階調データを基準にした充放電パルス幅調
整方法について説明する。まず状態１について説明す
る。当該ピクセル１００はｎ－１回目の非発光に引き続
いてｎ回目も非発光であるのでｎ回目の充電パルス幅は
最短にすることができる。一方、ｎ＋１回目の階調デー
タの入力に備えて、放電パルス幅は長くしてピクセル１
００内に電荷を残さないようにすることが好ましい。ま
た、図１０に示した抵抗Ｒ２に代えてインダクタンスＬ
を用いると、インダクタンスＬに流れる電流を低減でき
るので、スイッチＳＷ１（又はＳＷ３）がオフになって
からスイッチＳＷ２（又はＳＷ４）がオンになるまでの
間の時間（以下、充放電間の時間という）は短くするこ
とができる。
【００５６】次に、状態２について、当該ピクセル１０
０はｎ－１回目の非発光に引き続いてｎ回目は発光状態
になるので、電荷移動量を大きくするためにｎ回目の充
電パルス幅は最長にすることが望ましく、また、放電パ
ルス幅も最長にすることが好ましい。また、インダクタ
ンスＬを用いる場合には、Ｌに流れる電流量が多くなる
ため、充放電間の時間はできるだけ長くすることが好ま
しい。
【００５７】次に、状態３について、当該ピクセル１０
０はｎ－１回目における発光に引き続いてｎ回目は非発
光状態になるので、できるだけ速やかに消灯させるため
にｎ回目の充電パルス幅は最短にすることが望ましく、
一方、放電パルス幅は最長にすることが好ましい。ま
た、インダクタンスＬを用いる場合には、Ｌに流れる電
流量はそれほど大きくならないので、充放電間の時間は
相対的に短～中程度に設定することが好ましい。
【００５８】次に、状態４について、当該ピクセル１０
０はｎ－１回目における発光に引き続いてｎ回目も発光
状態になるので電荷移動量は大きいものの、印加電圧は
逆極性のとなるため充電時間及び放電時間とも中程度で

よい。また、インダクタンスＬを用いる場合には、Ｌに
流れる電流量は上記状態２ほどは大きくならないので、
充放電間の時間は相対的に中～大程度に設定することが
好ましい。
【００５９】以上をまとめた表１に基づいて１スキャン
ライン上の各ピクセル１００に対して状態１乃至４のい
ずれかを判断し、１スキャンライン上の発光非発光の分
布を考慮するために各状態１乃至４の個数をそれぞれ計
数して平均化処理することにより、最適な充放電パルス
幅を決めることができる。
【００６０】以下具体的に、充電パルス幅が１５μｓ～
２５μｓ、放電パルス幅が８μｓ～１６μｓ、充放電間
時間が３～７μｓとし、状態１乃至４がそれぞれ８０ピ
クセルずつある場合の最適な充放電パルス幅の計算例を
示す。
【００６１】（充電パルス幅）
｛１５μｓ×８０（状態１）＋２５μｓ×８０（状態
２）＋１５μｓ×８０（状態３）＋２０μｓ×８０（状
態４）｝／３２０＝１８．７５μｓ
【００６２】（放電パルス幅）
｛１６μｓ×８０（状態１）＋１６μｓ×８０（状態
２）＋１６μｓ×８０（状態３）＋１０μｓ×＋８０
（状態４）｝／３２０＝１４．５μｓ
【００６３】（充放電間時間）
｛３μｓ×８０（状態１）＋７μｓ×８０（状態２）＋
３μｓ×８０（状態３）＋５μｓ×  ８０（状態４）｝
／３２０＝４．５μｓ
【００６４】上記の充放電パルス幅の調整をフレーム毎
に行うことにより、従来より少ないフレーム回数で所望
の最大輝度を得ることができるようになる。従って、動
画などにも十分対応可能な優れた表示品質を得ることが
できる。
【００６５】なお、上記充放電パルス幅の調整を全フレ
ームに対して行うことにより優れた階調表示ができる
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が、調整フレームを間引いて少ない数のフレームに対し
て充放電パルス幅の調整を施すようにしてもよい。こう
することにより、メモリ容量を抑えることができ、また
充放電時間を演算する演算処理装置の負荷を軽減するこ
とができる。この場合、交流駆動の対称性が失われない
ように、前後の正電圧印加フレームと負電圧印加フレー
ムの両方のフレームを調整フレームから間引くようにす
る必要がある。
【００６６】なお、１つのピクセルに注目すると、点灯
（オン）非点灯（オフ）の組み合わせの相違によっても
輝度変化が生じる。例えば、オン（正極性電圧印加）→
オフ（負極性電圧印加）→オフ（正極性電圧印加）→オ
ン（負極性電圧印加）と、オン（正極性電圧印加）→オ
ン（負極性電圧印加）→オフ（正極性電圧印加）→オフ
（負極性電圧印加）とでは輝度が異なる。従ってこのよ
うな発光非発光の組み合わせ条件も加味することによ
り、より豊かな階調表現を得ることができるようにな
る。上記例では、ｎ－１回目とｎ回目とに対して本実施*

14
*形態による調整方法を適用しているが、より高精度な充
放電パルス幅を得るためにはｎ－２回目、ｎ－３回目・
・・と次数を増やして調整するようにしてももちろんよ
い。
【００６７】また、上記調整方法に充放電電圧を変調す
る処理を組み合わせることも可能である。上記実施形態
では状態１乃至４に応じて充放電パルス幅を調整してい
るが、電圧制御が可能なデータドライバを搭載している
場合には、表２に示すように、充放電電圧の電圧制御を
行うようにしてもよい。但し、充放電パルス幅の調整と
異なり印加電圧が変化するので、印加電圧の交流駆動の
対称性を考慮して、ｎ－１回目及びｎ回目を一組とし、
次いでｎ＋１回目及びｎ＋２回目を一組とするように対
にして電圧を印加するのが好ましい。表１に示す充放電
パルス幅の「短、中、長」を充放電電圧の「低、中、
高」と置き換えて表２が得られる。
【００６８】
【表２】

【００６９】なお、上述の充放電パルス幅の調整と充放
電電圧の調整とを組み合わせて用いても効果的である。
上述のフレーム間引きを利用した充放電パルス幅の調整
により大まかな輝度調節を行い、充放電電圧の調整によ
ってより細かな輝度調整をすることも可能である。この
ように本実施の形態によれば、頻繁に階調データが変化
する動画にも十分対応して優れた階調表現が可能なＥＬ
表示装置を実現することができる。
【００７０】本発明は、上記実施の形態に限らず種々の
変形が可能である。例えば、スイッチＳＷ１及びスイッ
チＳＷ２（同様にスイッチＳＷ３及びスイッチＳＷ４）
のオン時間を制御するようにすれば、行電極線１０４毎
の輝度調節もできるようになる。本発明は、厚膜ＥＬ表
示装置に適用して特に顕著な効果を生じるが、薄膜ＥＬ
表示装置に適用することも可能である。
【００７１】
【発明の効果】以上の通り、本発明によれば、輝度むら
を生じ難くまた消費電力も抑制できるＥＬ表示装置を実
現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態によるＥＬ表示装置
の概略の構成について説明する図（その１）である。

【図２】本発明の第１の実施の形態によるＥＬ表示装置
の概略の構成について説明する図（その２）である。
【図３】本発明の第１の実施の形態によるＥＬ表示装置
の行電極線を駆動するタイミングチャート（その１）を
示す図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態によるＥＬ表示装置
の概略の構成について説明する図（その３）である。
【図５】本発明の第１の実施の形態によるＥＬ表示装置
の行電極線を駆動するタイミングチャート（その２）を
示す図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態によるＥＬ表示装置
の駆動方法の効果を説明する図である。
【図７】本発明の第１の実施の形態によるＥＬ表示装置
の駆動方法の実施例を説明する図である。
【図８】本発明の第２の実施の形態によるＥＬ表示装置
の駆動方法を説明する図である。
【図９】ＥＬ表示装置の１ピクセルを示す等価回路図で
ある。
【図１０】ＥＬ表示装置の行電極線の駆動回路を示す図
である。
【図１１】ＥＬ表示装置の行電極線を駆動するタイミン
グチャートを示す図である。
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【符号の説明】
１００  ピクセル
１０２  列電極線
１０４  行電極線 *

16
*１０６  行電極線駆動回路
１１０  表示画面
１１２  白表示領域

【図１】

【図２】

【図３】 【図６】
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